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今回のプロジェクト通信は、平成 27 年５月９日（土）に、奥雲仙田代原高原にて行なわれた長崎大

学環境科学科の 1年生の野外研修に参加した際の報告です。 

 

◆長崎大学とのお付き合いの始まりは 

奥雲仙田代原高原のミヤマキリシマ保全活動に、共助研として参加したのが平成２５年の 11 月から

です。その切っ掛けは、雲仙市千々和に在住の共助研メンバーの松本さん（チームギア代表）より、中

田代表を紹介されたことで、その後、共助研メンバで、どのようなお手伝いができるか手探り状態で、

草刈りのお手伝いや、助成事業申請書作りのお手伝い等を行ってきました。 

昨年、NPO奥雲仙の自然を守る会の中田代表から、若い人の力も借りたいという申し出に対して、か

つてJCCAの研修会に講師としてきていただいた長崎大学の深見准教授にご相談したところ、「いやあ、

実は、私どもも雲仙市内で野外研修ができる場所を探していたところでした」とのことで、一気に、学

生さんたちを交えた活動に展開したことが発端で、平成 26年の 5月と 7月、および、11月に実施さ

れ、多くの学生さんたちが、田代原に訪れてもらうことができました。また、昨年は 4年生の靍田さん

が、卒論の研究テーマに「環境保全と NPO の活動に関する研究」を取り上げていただき、田代原で活

動するNPOとそれをサポートする共助研の活動を分析した立派な論文を書き上げ、卒業されました。 

その後、ご担当が深見先生から、中川先生に引き継がれ、今年度の 27 年度も昨年同様に 5 月と 11

月の年 2 回の学生さん向けの野外研修フィールドとして田代原高原を取り上げていただくこととなり

ました。 

 

◆5月 9日の野外研修活動について 

昨日までは晴天続きだった天候が、この日限って崩れてしまい、奥雲仙田代原高原に到着した時は、

雨と霧で最悪？の状態になっていました。この日の共助研からの参加者は、赤星副会長、松尾新リーダ

ー、木寺さん、山下さん、濱田さん、それと、私（矢ヶ部）の６名です。 

一方、長崎大学からは、中川先生はじめ、杉村先生（森林学）、小林先生（法律）、関先生（環境倫理）、

それと、太田先生（環境保全）の 5 人の先生方、それと 23 名の環境科学科の 1 年生の学生さんたち

です。様々な分野の先生方に興味を持ってもらうことができ、とても心強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若い学生さんたちの熱気であふれる奥雲仙の研修室 
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◆NPO中田代表の挨拶と、環境省岸田自然保護官からの講義 

NPO奥雲仙の自然を守る会の中田代表から、先生方と学生さんたちに、これまでの活動の経緯を、厚

っぽく語っていただいた後、NPO の木田さんより、ミヤマキリシマの現状報告、そして、環境省の岸

田自然保護官から、国立公園の概況と島原半島全体の魅力の説明がされました。特に、島原半島の草原

環境に生育していたミヤマキリシマは昭和初期の 95％がすでに失われていること、島原半島が海で囲

まれているため、雲仙岳の景観も見る角度で大きく変わることが魅力の一つであること等の興味深い話

がありました。特に、自然公園の役割としての「自然保全」と「利用」のバランスをとらなければいけ

ないこと、雲仙国立公園における田代原高原の特異性などの興味深い話をわかりやすく説明いただきま

した。質問時間には、小林先生から、「もっと、レンジャーの数を増やすことはできないのか」などの

質問がなされ、岸田さんより地元の取り組みを支援する環境省としてのスタンスの解説がなされました。 

 

思いのこもった中田代表の挨拶と説明 

 

 

 

                          

 

 

                          

岸田自然保護官の国立公園の概要説明 

 

◆おいしいお弁当タイム 

午前中の座学が終わり、おいしいお弁当タイムに。恒例の地元食材を用いたお弁当と、これまた格別

においしいおやつのユズゼリーは、皆さんに大好評でした。食事をとりながら、環境省の岸田さんや瀬

戸口さんは、学生さんたちと談笑さていました。また、この昼休みの時間を使って、共助研の紹介を松

尾新リーダーから行いました。ふと外を見ると、研修の始まりに降っていた雨も上がり、薄日が差して

きているのです。集まった全員の気が、おてんとうさまに通じたかのように天気が回復しつつあります。 

 

 

 

 

 

 

  

  

田舎饅頭の説明をされる入口さん 

 

松尾新リーダーによる共助研の紹介 
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◆田代原高原（上）と田代原高原（下）「遊々の森」の見学に 

雨も上がり、咲き乱れるミヤマキリシマを鑑賞するために、田代原高原へ。学生さんは、放牧中の牛

をめずらしそうに眺めたり、ビオトープ池にうごめくオタマジャクシの群れに悲鳴？をあげたりと、な

かなかのにぎやかさです。学生さんたちは、木田さんの現地における説明を熱心に聴きっていました。 

そのあと、遊々の森の田代原（下）を視察し、残された草地環境の価値や、魅力のある自然観察・遊

び場として理解されたかと思います。トレイルセンターをさらっと見学し、再び、研修室へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆総括とアンケートの記載 

短い時間でしたが、田代原高原の問題点を知り、その現状

を視察することができました。最後の締めで、NPOの顧問を

されている渡辺さんから、若い人たちへの激励・エールに満

ちた話をいただきました。 

アンケートを記載し、一路、長崎へ。お疲れ様でした。ア

ンケートの結果の抜粋を添付しましたのでご参考ください。 

 

◆NPOと共助研の今年度の活動の話し合いがなされました 

NPO奥雲仙の自然を守る会と共助研メンバーに、環境省の岸田さん、瀬戸口さんが加わり、今年の活

動に関する討議が行われました。活動の主旨や目的を明確に伝えることが必要であること、地元の積極

的な関与が必要であること、そして、そのような動きを背景に雲仙市を巻き込んでいくことが必要等が

話し合われました。また、今回、長崎大学の様々な専門の先生方に来ていただいたことで、より、総合

的な視点で、ここ田代原高原の課題を解決していけないかということについても話がでました。 

 

◆仁田峠のミヤマキリシマの見学 

田代原の帰りに、共助研メンバー５人で、有名な仁田峠のミヤマキリシマを見学に。さすが、名所と

いわれるだけあり、ミヤマキリシマが一面咲

き乱れる風景には、圧倒されました。確かに、

規模や迫力からいえば、仁田峠に比べ田代原

のミヤマキリシマは、分が悪いのですが、草

原に咲くミヤマキリシマとしての独特な景観

は、田代原ならではのものでもあると再認識

しました。 
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（参考）アンケート結果から抜粋 
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（参考：岸田自然保護官提供資料）昭和 7年には、800haあったといわれるミヤマキリシマ・ツツジ

群落も、昭和 55年には、すでに 33haに激減。現在は、さらに、その生育範囲を狭めている。（出典：

日本の自然公園（自然保護と風景保護）：田中正大）より抜粋） 
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 【第 1２号 新雲仙プロジェクト通信作成担当：矢ヶ部】 

本日の一枚＋１枚 （田代原に咲き誇るミヤマキリシマ） 


